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数学指導における ICT を活用した「個別最適化された学び」の効果 

－AI ドリルの活用を通して－ 

 

中村好則・佐藤寿仁＊，稲垣道子・工藤真以・浅倉祥＊＊ 
＊岩手大学教育学部，＊＊岩手大学教育学部附属中学校 

（令和 4 年３月 14 日受理） 

 
１．背景と目的 

GIGA スクール構想のもと，各学校には生徒一人

1 台端末と大容量高速通信ネットワークが整備さ

れ，その効果的な活用が期待されている。特に「こ

れからの時代に求められる資質・能力」を育成する

ためには，学習履歴（スタディ・ログ）や AIなど

の先端技術を有効に活用にした「個別最適化された

学び」の実現が必要であり重要である。しかし，学

習履歴（スタディ・ログ）や AIなどを活用した指

導事例やその効果については，まだあまり検討され

ていない。そこで，本研究では，数学指導における

AIドリル（学習履歴，AI）を活用した「個別最適化

された学び」の指導事例を提案・実践し，学習履歴

と質問紙調査の結果の分析を通して，その可能性を

考察するとともに，効果と課題を明らかにすること

を目的とする。 

 
２．研究の方法 

本研究は，以下の(1)から(3)の方法で行う。 

(1)  先行研究や文献等をもとにAIドリルの機能

や活用事例等を調査する。 

(2)  中学校第 1,3 学年において，AI ドリルを活

用した指導事例を提案・実践し，その学習履歴

の分析とAIドリルの活用の可能性を考察する。 

(3)  生徒と教師への質問紙調査の結果を分析し，

AIドリルの効果と課題を明らかにする。 

 
３．結果と考察 

1) 「個別最適化された学び」とは 

2021年（令和３年）１月 26日に中央教育審議会

から公表された『「令和の日本型学校教育」の構築

を目指して～すべての子供たちの可能性を引き出

す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答

申）』では，「個別最適化された学び」とは，ただ

単に生徒一人一人の特性や興味・関心，習熟度や学

習進度等に応じた指導を行うだけでなく，生徒自ら

が自分の学習を調整しながら主体的に学習を最適

化し粘り強く取り組むこととされ，アダプティブラ

ーニング（Adaptive Learning）とも呼ばれる。そ

のような授業を構成するために ICT 活用を有効に

活用することが必要であることが述べられている。 

2) AIドリルとは 

AI ドリルとは，個々の生徒の学習内容の習得状

況や学習進度等に応じた問題を提供する AI（人工

知能）を活用したドリル型の教材のことである。AI

ドリルの特徴として，個々の生徒の学習履歴（スタ

ディ・ログ）が保存され，それを活用できる。多く

の AI ドリルが開発されている（表 1）。本研究で

は，キュビナ（Qubena）を例に考察を行う。 

表 1 AIドリルの例 

AIドリル 開発企業 

キュビナ（Qubena） COMPASS 

ドリルパーク Benesse 

すららドリル すららネット 

ラインドリル ラインズ 

タブレットドリル 東京書籍 

リブリー（Libry） リブリー，啓林館 

 

3) キュビナ（Qubena）について 

(1) キュビナ（Qubena）の特徴 

キュビナの特徴は，㋐生徒のつまずきの原因を

AI が解析し，生徒のつまずきに応じた問題を選択

し出題（アダプティブ出題機能，問題配信機能），

㋑ペン入力に対応しノートと同じように学習がで

きる，㋒ヒントや解説アニメーションが充実し，反

転学習や家庭学習にも対応，㋓作図機能やグラフ機

ると知ったから」といったコメントが寄せられた。 

 この点で、自分たちに身近で直接に意見などを

反映することができるのが地方自治（住民参加）

の特徴であることが、生徒にどれほど理解してい

るのかという疑問が残る。 

 その懸念は、次の設問からも生じる。 

 

（（５５））皆皆ささんんはは、、どどののよよううなな行行為為をを自自分分がが政政治治にに

参参加加ししてていいるるとと考考ええまますすかか？？（（自自由由記記述述）） 

 この設問に対して、選挙（投票）と答えた回答

が 76名（88.46％）となった。この回答の高さは、

10月に衆議院議員選挙があり、授業中にその話題

が取り上げられたこともある。もちろん、「政治に

ついて意見を持ち、発信すること」「自分事として

考える」といったコメントもあるが、みんなで話

し合うとったコメントは見当たらなかった。 

  

４．若干の考察と今後の課題 

 このアンケート調査は、本来であれば、附属中

と公立中との比較を行いたかったが、今年度も新

型コロナの感染拡大などもあり、附属中以外では

実施できなかった。そのため、あくまで仮説にと

どまるが、①政治に参加するということは、選挙

を通じて代表者を選ぶといった「代表制民主主義」

のイメージが強く、②住民が参加して物事を解決

するといった、いわゆる「参加型民主主義」「討議

型民主主義」のようなイメージは附属中生には薄

いと思われる。③その理由の一つとして、附属中

生は地域の情報を得る時間が他の中学生よりも少

ない可能性がある。また、実際には④政治問題・

社会問題といった場合、自分の身近なところより

も、中央・あるいは国際問題の方がイメージしや

すく、地方（地域課題）は身近すぎてかえってイ

メージしにくいのかもしれない。 

 ②については、社会参画・住民参加といった言

葉に政治をあえてイメージさせてしまうと、むし

ろ生徒から敬遠される可能性もあり、政治色を結

びつかせない方がよいとの意見もあり得るだろう。

しかし、住民参加といった場合、単に、ボランテ

ィアとして清掃活動に参加するというといったも

のと、参加して重要な役割を果たすといった次元

では、含意される内容が異なるようにも思われる。

中学生が想定している「住民参加」の意味は、今

後調査する必要があるだろう。 

 今年度、附属中３年生は、総合学習の時間を通

じて地域課題に取り組み、みんなで話し合い提案

まで行っているが、このアンケート結果からは、

その活動と地方自治への興味関心を高めることと

はなかなか結びついていない現状が明らかになっ

た。 

 中学生には、政治や地方自治を自分事としてど

のように捉えさせ、興味・関心を高めることがで

きるかについては、高校の「公共」とのつながり

も含め今後も引き続き検討していくことにしたい。 
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示される（図 2）。データはエ

クセルファイルとしてダウン

ロードできる。正答率が低い

生徒を支援することが可能で

ある。例えば，図 2の表の上か

ら 1番目（40%）と 2番目（39%）

の生徒はクラスの正答率の平

均（85%）よりかなり低い。 

② 生徒の学習履歴 

 生徒個人の学習履歴では，

設定期間内のワークブック，

ラーニング，マスターの解答

数，学習時間，正答率が確認で

きる（「学習ログ」タグ）。また，

「解答ログ」では，問題ごとの

解答日時，正誤，生徒の解答，

学習時間が確認できる（図 3）。「学習ログ」の他に

「累積」と「マスター」のタグがあり，表示を変え

ることができる。 

 生徒個人の学習履歴で気になった問題があれば，

さらに問題，答え，正誤，生徒の解答，解答日時，

解答時間が表示される（図 4）。生徒の解答は答え

しか書いていないので，どこで間違ったのかは，「問

題欄に書いたメモ」に解き方が書いてあれば，確認

できる（図 5）。 

図 2 学習履歴（期間合計） 

図 3 生徒個人の学習履歴（「学習ログ」） 

図 4 生徒の問題の学習履歴の詳細 
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能など数学に必要な機能の搭載，㋔生徒の取り組ん

だ問題，解答時間，正答率などの学習履歴（スタデ

ィ・ログ）の収集と分析などである（キュビナ・ホ

ームページより）。操作ログや解答時間，解答デー

タ等を分析して，それぞれの得意分野や苦手分野を

推測し，つまずきの原因となっている個所を学び直

す問題やより応用的な問題を出題する（木川 2021）。 

(2) ワークブック機能 

 ワークブック機能は，集団指導に特化した機能で，

クラスの学習進度や習熟度に応じて，演習やテスト，

宿題などをワークブックとして作成し配信できる

機能である。ワークブックは，教師が選んだ問題

（「指定パート」）と AIが選んだ問題（前提となる

問題を出す「確認パート」，余った時間で効率的な

復習を行う「復習パート」）からなる。生徒が解答

に要する予測時間が提示され，授業での活用に生か

せる（木川 2021）。 

(3) ラーニングモード・マスターマード 

 アニメーションの解説やヒントを見ながら一人

で学習を進めるラーニングモードと，苦手な問題を

中心に復習したり学習内容の定着のために繰り返

し問題を解いたりするマスターモードがある（木川

2021）。 

(4) 学習履歴（スタディ・ログ） 

 個々の生徒が取り組んだ問題，問題数，解答時間，

正答率，個々の問題の取り組んだ生徒数，正答率な

どが学習履歴として保存され，管理ツールで閲覧可

能である。（木川 2021） 

(5) 5分間復習機能・グループ機能 

 過去に解いた問題や関連する問題から，AI が最

適な問題を効果的なタイミングで復習問題を出題

し 5 分間で復習できる 5 分間復習機能や，クラス

以外の学年全体や習熟度別グループ，異学年混合グ

ループなどを目的に応じて設定しワークブック配

信や学習履歴の確認ができるグループ機能がある

（木川 2021）。 

4) 指導事例 

(1) 対象生徒：公立中学校 

1年生 62名,3年生 42名，計 104名 

(2) 実践期間：2021年 4月から 12月の授業時間 

(3) 学習履歴の分析 

① クラスの学習履歴 

 単元ごとに各生徒が通常，ステップアップ，チャ

レンジのステージのどの問題に取り組み，どのよう

な状況だったのかを見ることができる（図 1）。デ

ータはエクセルファイルとしてダウンロードでき

る。各生徒の単元ごとに問題の取組状況を確認でき

る。問題に取り組んでいない生徒を確認し，その原

因を考え，指導することが可能である。例えば，図

1の上から4番目の生徒はほとんど取り組んでいな

い。何か課題があり，指導が必要と考えられる。 

 クラスの生徒が指定した期間中に取り組んだワ

ークブック，ラーニング，マスターの問題について，

学習時間（分），解答数（問），正答率がそれぞれ表

図 1 学習履歴（累計） 

－ 8－

教育実践研究論文集　第９巻

学習履歴累計中学1年生 --+-- I I I I I I I I I I I I I 
まだすべてIの平I 戸 I_¥, ない い しI I すぺての閲り名伍L+f¥ 今ーがある

生徒情雑
1● 2 章 3輩 4章

ステージ
正の数・ 負の致 文字と弐 方程式 比例と反比例

較室名 クラス 名 生徒名 五函,1,1,1,,1 ,,1 121 ,314 1,, 国1叫18 11,1 呻l22 ,1,1,1,1,161,1,1,1,a l11l 12l ,3" ,1,1, 1, ,1, 1, I I 2 I 3 I 4 I 5 I 6 I 7 I 8 I 9 ]10 
通常 I I I I I I H I I 11 H -1 .I I I I I I I .I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I I ． 

一
スァップアップ 1/1 I I I I • I I I I 1'.'1 /1 / I I I I I I 1/1 I I I I I/ I I I I I I I I I I I I I I I 
チャレンジ

一
通常 n ． 

一
ステ：ブアッブ .... / 

一
I/ / I/ I/ 

チャレンジ

通常 . ． 
一

ステ a プアッブ n / I/ / I/ I/ 

チャレンジ

一
通常 n ． 

一
スァッブアッブ I/ 

一
I/ / I/ I/ 

チャ遁レ常ンジー・ n 

一
ステ: プアップ

一 一 一
I/ I/ 

チャレンジ

ー・ "霊

一
スァップアップ ■ L r~ ,~ 

一
千ャレンジ

通常 ,~ .. ． 
一

スァップアッブ .. I/ L ● 

チャレンジ

I常 n ·~ ． 
一

ステップアッブ ・・冨／

一
／ I/ I/ 

チャレンジ

通常 雪 n ． 
一

トスチテャッレブンアジップ -~ 
一

一I/

n 

一
通賞’． ステ， ブア＂ブ

一
／ I/ I/ 

チャレンジ



3 

示される（図 2）。データはエ

クセルファイルとしてダウン

ロードできる。正答率が低い

生徒を支援することが可能で

ある。例えば，図 2の表の上か

ら 1番目（40%）と 2番目（39%）

の生徒はクラスの正答率の平

均（85%）よりかなり低い。 

② 生徒の学習履歴 

 生徒個人の学習履歴では，

設定期間内のワークブック，

ラーニング，マスターの解答

数，学習時間，正答率が確認で

きる（「学習ログ」タグ）。また，

「解答ログ」では，問題ごとの

解答日時，正誤，生徒の解答，

学習時間が確認できる（図 3）。「学習ログ」の他に

「累積」と「マスター」のタグがあり，表示を変え

ることができる。 

 生徒個人の学習履歴で気になった問題があれば，

さらに問題，答え，正誤，生徒の解答，解答日時，

解答時間が表示される（図 4）。生徒の解答は答え

しか書いていないので，どこで間違ったのかは，「問

題欄に書いたメモ」に解き方が書いてあれば，確認

できる（図 5）。 

図 2 学習履歴（期間合計） 

図 3 生徒個人の学習履歴（「学習ログ」） 

図 4 生徒の問題の学習履歴の詳細 

2 

能など数学に必要な機能の搭載，㋔生徒の取り組ん

だ問題，解答時間，正答率などの学習履歴（スタデ

ィ・ログ）の収集と分析などである（キュビナ・ホ

ームページより）。操作ログや解答時間，解答デー

タ等を分析して，それぞれの得意分野や苦手分野を

推測し，つまずきの原因となっている個所を学び直

す問題やより応用的な問題を出題する（木川 2021）。 

(2) ワークブック機能 

 ワークブック機能は，集団指導に特化した機能で，

クラスの学習進度や習熟度に応じて，演習やテスト，

宿題などをワークブックとして作成し配信できる

機能である。ワークブックは，教師が選んだ問題

（「指定パート」）と AIが選んだ問題（前提となる

問題を出す「確認パート」，余った時間で効率的な

復習を行う「復習パート」）からなる。生徒が解答

に要する予測時間が提示され，授業での活用に生か

せる（木川 2021）。 

(3) ラーニングモード・マスターマード 

 アニメーションの解説やヒントを見ながら一人

で学習を進めるラーニングモードと，苦手な問題を

中心に復習したり学習内容の定着のために繰り返

し問題を解いたりするマスターモードがある（木川

2021）。 

(4) 学習履歴（スタディ・ログ） 

 個々の生徒が取り組んだ問題，問題数，解答時間，

正答率，個々の問題の取り組んだ生徒数，正答率な

どが学習履歴として保存され，管理ツールで閲覧可

能である。（木川 2021） 

(5) 5分間復習機能・グループ機能 

 過去に解いた問題や関連する問題から，AI が最

適な問題を効果的なタイミングで復習問題を出題

し 5 分間で復習できる 5 分間復習機能や，クラス

以外の学年全体や習熟度別グループ，異学年混合グ

ループなどを目的に応じて設定しワークブック配

信や学習履歴の確認ができるグループ機能がある

（木川 2021）。 

4) 指導事例 

(1) 対象生徒：公立中学校 

1年生 62名,3年生 42名，計 104名 

(2) 実践期間：2021年 4月から 12月の授業時間 

(3) 学習履歴の分析 

① クラスの学習履歴 

 単元ごとに各生徒が通常，ステップアップ，チャ

レンジのステージのどの問題に取り組み，どのよう

な状況だったのかを見ることができる（図 1）。デ

ータはエクセルファイルとしてダウンロードでき

る。各生徒の単元ごとに問題の取組状況を確認でき

る。問題に取り組んでいない生徒を確認し，その原

因を考え，指導することが可能である。例えば，図

1の上から4番目の生徒はほとんど取り組んでいな

い。何か課題があり，指導が必要と考えられる。 

 クラスの生徒が指定した期間中に取り組んだワ

ークブック，ラーニング，マスターの問題について，

学習時間（分），解答数（問），正答率がそれぞれ表

図 1 学習履歴（累計） 

－ 9－

教育実践研究論文集　第９巻

学習履歴期間合計 ＋ 「＋ +++ 集at 期問 2021/04/01 - 202 1/ 09 /14 

生 徒 情 報 ワ ー クプック ラーニン グ マスター

敦 室名 クラス 名 生 徒 名
学習時間

解答数er., ) 正 答平
学苔時r, ,

解答数（問） 正答平
学習時間

正答平
（分） （分） （分）

l■ クラス平均 41 10 1 9 85% 23 6 797 8 92% 15 657 96 ¥1. 

一■ 

一
72 95 40% 145 367 89% 5 12 10 0% 

l■ 一
68 99 39% 53 160 76% ， 40 70% 

一． 一 68 95 87% 148 581 96% 2 14 100% 

一． 62 102 67% 338 780 92 % 

゜ ゜
0% 

一
55 109 77% 110 549 93% 1 4 10 0% 

一
54 78 69 % 85 253 94% 20 68 97% 

一． 
一

54 10 6 72% 74 282 91% 

゜ ゜
0% 

． 
． 53 110 94% 21 4 716 94% 16 77 98% ． 

一
53 10 0 78% 95 334 94% 6 32 100% ． 

一
51 59 72% 16 1 221 90 % 4 13 92% ． 49 110 90% 22 6 799 93% ， 43 95% 

一学宮ログ 序柏 マスター

●●F 

□ l~丘MT R21/0 9/14 ti ■a [ w 21/04/ 01 

サ マ リー

ワークブック ラーニング マスター

鱗 9 109 問庇数 549 悶 鱗五数 4 11 

学Z匹 55 ク） 学工砥9 110 分匹匹 1 分

,, .... 77 ,. "'謬 93 ,. mo 淳 100 嗚

口 止 年卑 I'ti , P円問

解答ログ

干ー tt !I べて • U 11 べて
~ ,=..,. ッJ... 

モード 鯛遷'"". 正纏 生讐n匹 零言鴫●

巾 l >正の顎 凸のn: ;;,, 専距 ：tlmifl!;;,, .J., ・畜 フーニング 1.021/ll')/10 10:~:1.] 

゜
呵

巾 1 >正の欺 0の双＞ 景却"' " 祐閉＞スア ・ ラーニンク 2021/ の/Cl'l 14 00:07 

゜
遥

中 1 >正の数負の欽＞紐＞ベ ーシック >1q 9ー ング ,on1 仔 J(l(J l.l S'l :l:l 

゜
＋ "' 

中 1> 1£ の蒙たの叡＞東の計n;1. 剛＞ステ・ ・ ラ ニング 2021/09/09 I J 59 2. '1 X " "~ 
' 

中 l >茫の室 S の霞＞蒙江の訂ユ屯胴＞ステ・ 畜 フニンヴ 2021/ の/09 JJ:58 21 X 
， 

"°" ' 
巾 l > if Q,'J 顎 白の霞＞蒙法の： * マーニンク ゆ21/ 切／的 u ツ：疇↓

゜
JU 2らゆ， 

巾 1 >正の翫白の双＞果法の計 鱒法閉＞ス-;- . ラ→ニンワ 2021/ll'J/06 I I 50 1 7 X " 直， 

闘コ名 ¢> ,;r の -0 の幼ン●""" '" ・● , , ァップY ッブ >O lb

巳 と竺竺．

正
X .. ,~,., .. , 

-~-· ・’， 
••• ・--. ． ・-， 

.l 屁厚●

" ， 

ED 

臼
g一

蠣言●● """'1" "'"'" 

層 よ心,,モ



5 

容の理解に役立った（3.4，0.73），⑭数学の授業内

容の理解に役に立った（3.5，0.68），⑮数学の学習

内容の定着に役に立った（3.4，0.74），⑯Qubena
を活用した数学の授業は好きである（3.3，0.76）
であった。すべての項目が平均の 2.5 よりも高かっ

た。特に，①操作は簡単である（3.7），⑥自分の数

学の理解度を確認できた（3.5），⑦自分のつまずき

を確認できた（3.6）の項目が高かった。逆に，⑧

以前より数学が好きになった（2.7），⑨以前より数

学が得意になった（2.7），⑩以前より数学の学習に

意欲的になった（2.9）の項目は低かった。 
図 9 は，質問紙調査の結果をグラフに表したも

のである。肯定的回答（「4 はい」と「3 どちらかと

言えばはい」と回答）をした生徒の割合が 90%以

上であった項目は，①操作は簡単である（97.1%）

⑥自分の数学の理解度を確認できた（96.2%），⑦

自分のつまずきを確認できた（95.2%），⑬数学の

学習内容の理解に役立った（91.4%），⑭数学の授

業内容の理解に役に立った（93.3%）であった。 
これらより，AI ドリルの活用は，生徒がそれぞ

れ自分自身のつまずきや習熟度の確認に有効であ

ることが示唆された。 
(5) 質問紙調査（生徒の自由記述）の結果と考察 

質問紙調査の生徒の主な自由記述は，図 10のと

おりである。自由記述の内容からも，つまずき（S1，
S3，S10）や習熟度(S2)の理解ができたことが分か

る。一方で，出題される問題のレベル（S7）や内容

（S8）については課題であり，生徒の希望する問題

の難易度や種類と必ずしも一致していないことが

分かる。 

S1：自分のつまずいている場所が分かり、そこを徹底的

に取り組めるのでとてもいいと思う（中 1）。 

S2：自分がどれだけできているか知ることができるから

良いと思う（中 1）。 

S3：自分のつまずくところが分かったりそこの解説をし

てくれるのが分かりやすくていい勉強になる（中

3）。 

S4：自分の分からない問題を中心的に解いていくことで、

自分の苦手な問題が少なくなってきた（中 3）。 

S5：入力の読み込みが不正確（中 1）。 

S6：別にあってもなくても変わらないなと思った（中 1）。 

S7：もっと難しい問題に取り組みたい（中 3）。 

S8：入試レベルの問題なども出して欲しい（中 3）。 

S9：私は字が汚いので誤認識することあるので使いにく

い（中 1）。 

S10：自分の間違ったところが何回も出てくるからやって

いくうちに理解できたから続けてほしい（中 1）。 

図 10 生徒の主な自由記述 

AI ドリルの活用にあまり意義を見出せていない

図 8 ワークシートの問題と答え 

図 9 生徒の質問紙調査の結果 
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 生徒ワークブック履歴では，教師が作成したワー

クブックごとに，解答数，進捗率，正答率が確認で

き，どの単元の学習内容の正答率が低いかが分かり，

指導に生かすことができる（図 6）。例えば，図 6の

生徒は「文字と式 数量の表し方」のワークブック

の正答率（53%）が低いことは分かる。 

③ ワークブック成績一覧 

ワークブック成績一覧では，ワークブックごとの

の解答数・進捗率・正答率がわかる（図 7）。「生徒」

と「選択問題」のタグで生徒と選択問題の表示を切

り替えができる。生徒名と選択問題を解答数や進捗

率，正答率でそれぞれソートす

ることができ，ワークブックの

正答率が低い生徒や問題を確認

したり，グループ学習のグルー

プ構成を考えたりするときに役

立つ。選択問題をクリックする

と，問題と答えが表示される（図

8） 

(4) 質問紙調査（生徒）の結果

と考察 

生徒 104 名を対象とした質問

紙調査（「4 はい」「3 どちらかと

言えばはい」「2 どちらかと言え

ばいいえ」「1 いいえ」の 4 段階

で回答，平均は 2.5）の結果（平

均，SD）は，①操作は簡単である

（3.7，0.54），②問題が速く溶け

るようになった（3.2，0.69），③

難しい問題が解けるようになっ

た（3.0，0.75），④基本的な問題

での間違いが減った（3.3，0.69），
⑤数学の問題を解く力が伸びた

（3.2，0.71），⑥自分の数学の理

解度を確認できた（3.5，0.57），
⑦自分の数学のつまずきを確認

できた（3.6，0.65），⑧以前より

数学が好きになった（2.9，0.92），
⑨以前より数学が得意になった

（2.7，0.92），⑩以前より数学の学

習に意欲的になった（2.9，0.89），⑪より主体的に

問題に取り組むようになった（3.2，0.84），⑫自分

に適した問題である（3.4，0.85），⑬数学の学習内

図 5 「問題欄に書いたメモ」の記述内容 

図 6 生徒ワークブック履歴 

 

図 7 ワークブック成績一覧（「選択問題」） 
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感感性性をを豊豊かかににすするる，，五五感感にに訴訴ええるる「「音音楽楽的的なな刺刺激激」」ののああるる  

音音楽楽活活動動のの在在りり方方にに関関すするる研研究究  
 

小川暁美・松舘慧・白築了太郎＊，白石文子＊＊ 
＊岩手大学教育学部附属小学校，＊＊岩手大学教育学部 

（令和 4 年３月 14 日受理） 

 
１ はじめに 

 小学校学習指導要領解説音楽編において， 音楽

に対する感性とは，音楽的な刺激に対する反応と

捉えられており，「音楽に対する感性を働かせる

ことによって，音楽科の学習が成立し，その学習

を積み重ねていくことによって音楽に対する感性

が一層育まれていく」（文部科学省 2018, p.10）と

記されている。授業をはじめとする学校での音楽

活動において音楽に対する感性を働かせるために，

感性は鋭く，豊かでありたい。感性を豊かにする

ためには，よりよい「音楽的な刺激」が必要なの

ではないか。 
昨年度の研究（小川ほか 2021）で，児童は生演

奏の鑑賞の際に，耳や目を使うだけでなく，肌に

伝わる響きや振動などにも反応し，五感を総動員

して音や音楽を感じ取って心を動かしていること

が明らかになった。本研究では，実際に児童自身

が，体に音や音楽がどう響くと感じているのか，

音楽に対して五感をどのように働かせているのか

を探り，感性を豊かにする，五感に訴える「音楽

的な刺激」のある音楽活動の在り方について考察

する。 
 

２ 方 法 

（１）研究方法 

①鑑賞の授業公開（オンライン） 
②児童が捉える五感の意識と感じ取り方のアンケ

ート分析 
③授業参観者との意見交換，アンケートの分析 
④文献研究 
 
（２）研究計画 

①11, 12 月 授業と授業研究会の実施 
② 1 月  児童の五感の意識と感じ取り方の分析 
③ 6~2 月 文献研究 
 

３ 結 果 

（１）5年生の鑑賞の授業 

 5 年生 97 名を 61 名（1, 2 組）と 36 名（3, 4 組）

の 2 グループに分け，同様の授業をそれぞれ 2 時

間実施した。内容は，12 月の題材「詩と音楽を味

わおう」の中の，山田耕筰と北原白秋の日本歌曲

を，独唱や重唱の鑑賞によって大人の歌声の種類

と共に学び，さらにゲストティーチャーと一緒に

歌唱する場も設けて，そのよさや歌い手の工夫を

見付けることをねらいとした学習である。 
第 1 時では，日本歌曲のよさと歌い手の工夫を

見付けることを学習課題とし，「待ちぼうけ」「赤

とんぼ」「この道」を CDによる演奏で鑑賞させ，

体のどこに響いたかアンケートを取り，その理由

を記述させた。 
 第 2 時は，日本歌曲のよさと歌い手の工夫を見

付けることと，見付けたことを生かして歌うとい

う二本立ての課題とし，「熊友会ヴォーカル・ア

ンサンブル」をゲストティーチャーとして迎えて，

前時に CDで聴かせた曲を生演奏で鑑賞させた。 
はじめに，ソプラノ，アルト，バスのそれぞれ

の歌声で「待ちぼうけ」を聴き比べ，CDとの違い

を意識させながら，歌い手の工夫に気付かせるよ

うにした。次に「からたちの花」や「あわて床屋」

など，教科書に掲載されていない曲を鑑賞し，日

本歌曲のよさや歌い手の工夫を考えさせた。最後

に，5 年生が音楽集会へ向けて取り組んでいた二

部合唱「夢の世界を」を，ゲストティーチャーが

混声三部合唱で演奏し，その後，児童と同じ楽譜

で共に歌った。その際，体の使い方や声の響きを

感じ取りやすいように，ゲストティーチャーには

児童の間に入って歌ってもらった。 
第 1 時，2 時共に，気付いたことや感じたこと

を記録するため学習シートを配布したが，演奏中

にメモは極力取らず，演奏の合間に書くことを促

した。そうすることで，演奏中は五感を総動員し

て鑑賞できると考えたからである。授業の最後に，

演奏が体のどこに響いたかと，そう感じた理由を

記述させた。授業のまとめとして，感じたことを

発表させて板書し，個人の振り返りを学習シート

或いはタブレットで記述させた。 
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生徒（S6）もおり，AI ドリルの活用の仕方や活用

する意義を生徒が理解できるような指導が必要な

ことが考えられる。AI ドリルの操作は簡単である

が，手書き入力の認識にも課題がある（S5，S9）。 

(6) 質問紙調査（教師）の結果と考察 

実践を行った教師（1 名）を対象とした質問紙調

査（「4 はい」「3 どちらかと言えばはい」「2 どちら

かと言えばいいえ」「1 いいえ」4 段階で回答，分か

らない場合は「0」と回答）の結果は，①操作は簡

単である（4），②問題が速く解けるようになった

（3），③難しい問題が解けるようになった（0），④

基本的な問題での間違いが減った（3），⑤数学の問

題を解く力が伸びた（3），⑥生徒の数学の理解度を

確認できた（0），⑦生徒の数学のつまずきを確認で

きた（0），⑧以前より数学の学習に意欲的になった

（0），⑨より主体的に問題に取り組むようになっ

た（0），⑩生徒に適した問題である（4），⑪解説は

数学の学習内容の理解に役立った（3），⑫活用は数

学の授業内容の理解に役に立った（3），⑬活用は数

学の学習内容の定着に役に立った（3），⑭学習履歴

は生徒の学習状況の把握に役立った（0），⑮今後も

数学の指導に活用したい（4）である。 

 実践を行った教師に対する質問紙調査の結果か

ら，④基本的な問題での間違いが減った（3），⑪解

説は数学の学習内容の理解に役立った（3），⑫活用

は数学の授業内容の理解に役立った（3），⑬活用は

数学の学習内容の定着に役立った（3）の 4つの項

目に「3 どちらかと言えばはい」と答えており，学

習内容の理解や定着への効果が示唆される。一方で，

⑥生徒の数学の理解度を確認できた（0），⑦生徒の

数学のつまずきを確認できた（0），⑧以前より数学

の学習に意欲的になった（0），⑨より主体的に問題

に取り組むようになった（0），⑭学習履歴は生徒の

学習状況の把握に役立った（0）の項目には分から

ないと回答しており，AI ドリルの学習履歴から生

徒のつまずきや理解度などの生徒の学習状況を把

握することには課題があることが明らかとなった。

しかし，⑮今後も数学の指導に活用したい（4）の

項目には「4 はい」と回答ており，活用の方法の検

討は課題と言える。 

４４．．ままととめめとと課課題題  

本研究では，数学指導における AIドリル（学習

履歴，AI）を活用した「個別最適化された学び」の

指導事例を提案・実践し，その学習履歴と質問紙調

査の結果の分析を通して，その可能性を考察すると

ともに，効果と課題を明らかにした。学習履歴の分

析では，個々の生徒が取り組んだ問題，問題数，解

答時間，正答率，個々の問題の取り組んだ生徒数，

正答率などが記録されることが分かった。また，公

立中学校 1 年生と 3 年生を対象にキュビナを活用

した指導実践を行い，生徒と教師に質問紙調査を行

い，その結果を分析することを通して，AI ドリル

を活用した指導の可能性や効果と課題を考察した。

生徒の質問紙調査の結果からは，AI ドリルの活用

は，生徒がそれぞれ自分自身のつまずきや習熟度を

確認することができ，個別最適化された学びに有効

であることが示唆された。生徒は，必ずしも学習履

歴を参照しているわけではないが，即座に正答が返

され，誤答を確認できるなど，自分のつまずきや習

得していない問題を把握できるためと考えられる。

教師の質問紙調査の結果からは，生徒の学習内容の

理解や定着には効果があると考えてはいるが，個々

の生徒のつまずきや理解度の確認に学習履歴を活

用できていないことが分かった。AT ドリルが持つ

多様な機能や学習履歴の活用の仕方を検討するこ

とが今後の課題である。 
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